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この広報紙は、再生

紙を使っています。

貝野小リコーダー全国大会で

　合奏5年連続・重奏3年連続
　　　　　　　　　　　　金賞受賞

　3月27日、東京都府中の森芸術劇場で

行われた第16回全日本リコーダーコンテスト

に於いて、貝野小学校リコーダーがみごと

金賞を受賞しました。

　また、合奏・重奏のダブル金賞は今回で

3年連続となり、全国大会では初めて成し

遂げられた快挙です。
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論
一
般
会
計
五
十
八
億

特
別
会
計

千
万
円

一
十
七
億
一
－
一
千
万
円

その他
105，710千円
＼（1．8％）

国
2
4
＠

降

鱒
青
春
躍
動
桝
「
こ
の
ぶ
る
さ
と
に
あ
な
距
と
生
き
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
農
業
と
観
光
を
主
体
ど
し
距
快
適
な
暮
ら
し
の
中
に
若
さ
溢
れ
る
村
づ

く
鰻
を
目
指
し
て
、
平
成
七
年
度
の
樹
当
初
予
算
が
、
三
月
九
日
か
ら
開
催
さ

れ
難
第
藩
回
村
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
自
己
財
源
が

乏
し
く
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
で
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
よ
う
と
予
算
配
分
し

ま
し
た
。
二
十
醐
世
紀
の
村
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
が
沢
山
あ
》
ま
す
。
眉
を

通
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
五
十
八

億
千
万
円
、
対
前
年
比
二
十
六
・
四

％
増
で
あ
り
、
特
別
会
計
は
国
保
事

業
を
は
じ
め
二
十
七
億
三
千
万
円
、

前
年
と
同
率
に
な
り
ま
し
た
。
一
般

会
計
の
伸
び
に
つ
い
て
は
、
宮
中
島

温
泉
施
設
整
備
事
業
に
伴
う
建
設
事

業
の
大
幅
な
増
額
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
予
算
総
額
で
は
、
八
十
五

億
四
千
万
円
、
前
年
比
十
六
・
六
％

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
村
税
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
民
税

が
特
別
減
税
に
よ
る
減
、
固
定
資
産

税
は
特
に
東
京
電
力
の
大
臣
配
分
に

よ
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
大
き
な
増

を
見
込
み
全
体
と
し
て
前
年
比
九
・

七
％
の
伸
び
を
み
ま
し
た
。

　
地
方
譲
与
税
は
前
年
比
八
・
二
％

の
増
、
利
子
割
交
付
金
と
自
動
車
取

得
税
交
付
金
に
つ
い
て
は
前
年
同
額

を
見
込
み
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の

予
算
で
は
四
・
二
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
村
税
等
基
準
財
政
収

入
額
の
増
な
ど
を
勘
案
し
前
年
比

○
・
三
％
増
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
分
担
金
及
び
負
担
金
の
減
は
、
土

地
改
良
事
業
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
前
年
比
に
お
い

て
大
巾
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

事
業
及
び
除
雪
機
械
購
入
事
業
に
伴

う
増
で
あ
り
ま
す
。

　
県
支
出
金
の
減
は
先
進
的
農
業
生

産
総
合
推
進
対
策
事
業
に
よ
る
大
規

模
籾
乾
燥
施
設
建
設
や
花
卉
球
根
貯

蔵
出
荷
施
設
の
完
了
に
伴
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
財
産
収
入
の
増
は
各
種
基
金
利
子

の
増
、
繰
入
金
の
増
は
基
金
繰
入
金



その他
276，725千円
（4．8％）

総務費
1，903，175千円

（3216％）

土木費
957，135千円
（16，5％）

衛生費
365，404千円
（6．3％）1／

／騰千満
　（7，2％）

教育費
425，156千円
（7．8％）

　　　　　　　　　　臨
農林水産業費
452，118千円
（7．8％）

　　　公債費
　　467，911千円

㈱㌘驚

会計別予算額

予　算　額 前年比伸率

一　般　会　計 5，810，000千円 26．4％

特
別
会
計

国民健康保険 534，380千円 0．4％

倉俣診療所 49，513千円 △17．9％

歯科診療所 40，397千円 △4．6％

老人保健 609，773千円 1．5％

簡易水道事業 285，000千円 13．3％

下水道事業 1，211，000 △2．6％

計 2，730，063千円 0％

誉　　　　計 8，540，063千円 16．6％

に
よ
る
も
の
で
す
。
基
金
繰
入
金
は

宮
中
島
温
泉
保
養
施
設
整
備
と
倉
俣

地
区
の
温
泉
掘
削
に
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
、
下
水
道
整
備
の
た
め
に
環
境

整
備
基
金
、
村
道
改
良
等
道
路
整
備

に
建
設
基
金
、
清
津
峡
教
員
住
宅
建

設
と
村
民
体
育
館
の
付
帯
施
設
改
修

の
教
育
施
設
整
備
基
金
を
充
て
、
更

に
減
債
基
金
と
財
政
調
整
基
金
、
中

山
間
地
域
活
性
化
推
進
基
金
の
取
り

崩
し
を
予
定
し
前
年
比
一
八
九
・
五

％
の
大
幅
な
増
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
諸
収
入
は
、
克
雪
住
宅
資
金
回
収

金
の
減
少
に
よ
り
前
年
比
八
・
○
％

の
減
、
村
債
は
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ

ル
、
道
路
改
良
事
業
等
既
存
の
建
設

事
業
に
加
え
今
年
度
は
、
温
泉
保
養

施
設
の
本
体
建
築
に
よ
り
九
十
四
・

五
％
と
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
村
債
依
存
度
に
お
い
て
も
二

十
五
・
四
％
と
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
と

な
り
ま
し
た
。

雛離・一

総
務
費
関
係

・
四
十
周
年
記
念
事
業

．
宮
中
島
温
泉
保
養
施
設
本
体
建
設

・
重
地
大
池
観
察
交
流
広
場

・
克
雪
住
宅
普
及
促
進

　
平
成
七
年
度
は
、
村
政
施
行
四
十

周
年
記
念
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
記

念
式
典
・
劇
団
公
演
・
民
謡
流
し
・

記
念
誌
の
発
行
等
、
記
念
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
四
月
実
施
の
県
議
会
議
員
選
挙
、

七
月
予
定
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
、
十
月
予
定
の
村
議
会
議
員
選
挙

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
中
里
村
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
し
て
と
き
め
き
を
食
う
会
と
、

雪
原
力
i
ニ
バ
ル
を
引
き
続
き
実
施

し
て
行
き
ま
す
。
宮
中
島
温
泉
保
養

施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

度
施
設
本
体
建
設
に
二
年
継
続
で
着

工
い
た
し
ま
す
。
村
単
集
落
環
境
整

備
事
業
は
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
継

続
と
し
て
、
自
ら
地
域
づ
く
り
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
今
年
度

も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

村
内
各
地
の
振
興
と
融
和
、
自
助
努

力
の
気
運
を
醸
成
す
る
た
め
地
区
振

興
会
に
助
成
を
い
た
し
ま
す
。

　
重
地
大
池
観
察
交
流
広
場
は
、
昨

年
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
広
場
に
低
木
植
栽
の
緑
化

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
克
雪
の
推
進
の
た
め
克
雪
住
宅
普

及
促
進
事
業
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

実
施
し
、
克
雪
住
宅
の
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
社
会
福
祉
関
係

・
在
宅
要
援
護
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

・
あ
っ
た
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
中
里
村
保
健
医
療
福
祉
計
画
に
よ

り
在
宅
福
祉
、
地
域
福
祉
を
総
合
的
、

計
画
的
な
執
行
が
は
か
れ
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

要
援
護
者
の
二
ー
ズ
に
そ
っ
た
質
的
、

量
的
な
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
福
祉
基
金
の
運

用
益
を
利
用
し
て
、
在
宅
要
援
護
者

に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
福
祉

対
策
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る
「
あ
っ
た
か

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
に
つ
い
て
相

互
連
携
し
な
が
ら
地
域
に
そ
く
し
た

支
援
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
人
口
増
加
の
た
め
の
一
方
策

と
し
て
、
ウ
エ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
報
奨

金
制
度
を
継
続
し
て
実
施
し
て
行
き

ま
す
。

　
　
保
健
衛
生
関
係

・
骨
粗
　
症
予
防
対
策
モ
デ
ル
事
業

・
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業

・
ゴ
ミ
減
量
化
対
策
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健
康
診
査
等
の
一
層
の
充
実
を
図

り
、
疾
病
の
早
期
発
見
に
努
め
る
と

と
も
に
健
康
教
育
、
健
康
相
談
等
で

健
康
づ
く
り
に
効
果
的
に
取
り
組
み

ま
す
や
ま
た
、
高
齢
者
が
増
加
す
る

中
で
「
骨
粗
籟
症
予
防
対
策
モ
デ
ル

事
業
」
を
は
じ
め
と
す
る
寝
た
き
り

予
防
対
策
や
、
訪
問
指
導
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
在
宅
寝
た
き
り
者
等
の

自
立
を
促
進
支
援
し
、
総
合
的
な
老

人
保
健
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
環
境
面
に
つ
い
て
は
、
津
南
地
域

衛
生
施
設
組
合
の
施
設
の
一
環
と
し

て
、
最
終
処
分
場
建
設
計
画
を
進
め
、

ま
た
ゴ
ミ
収
集
庫
に
つ
い
て
は
要
望
．

の
全
地
区
に
設
置
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。
　
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
、
ゴ

ミ
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の

コ
ン
ポ
ス
ト
助
成
を
引
続
き
実
施
し

河
川
等
生
活
環
境
の
浄
化
に
つ
い
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
農
林
関
係

・
中
山
間
地
農
村
生
活
活
性
化
総
合

整
備
事
業

・
倉
俣
地
区
温
泉
掘
削

・
清
田
山
自
然
運
動
公
園
井
戸
掘
削

　
病
害
虫
防
除
事
業
、
野
菜
価
格
安

定
対
策
事
業
、
農
産
物
育
成
事
業
、

転
作
関
連
推
進
事
業
等
を
継
続
実
施

す
る
と
と
も
に
、
花
卉
、
そ
菜
関
係

の
か
ん
水
施
設
及
び
ハ
ウ
ス
化
に
対

し
助
成
い
た
し
ま
す
。

　
大
規
模
籾
乾
燥
施
設
が
本
年
秋
よ

り
稼
働
す
る
こ
と
に
伴
い
、
県
単
、

「
新
潟
米
」
生
産
体
質
強
化
事
業
で

農
業
機
械
銀
行
リ
ー
ス
用
機
械
を
導

入
し
、
良
質
米
生
産
と
コ
ス
ト
低
減

が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
「
中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
基
金
」

を
利
用
し
、
農
林
業
等
活
性
化
基
盤

整
備
計
画
に
即
し
た
ソ
フ
ト
面
の
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
県
営
圃
場
整
備
事
業
は
、
桔
梗
原

地
区
の
継
続
実
施
と
宮
中
堀
之
内
地

区
の
幹
線
道
路
等
一
部
着
工
を
図
っ

て
い
く
計
画
で
あ
り
ま
す
。
広
域
農

道
整
備
は
六
号
線
と
四
号
線
の
二
箇

所
、
県
営
た
め
池
等
整
備
事
業
は
小

倉
俣
地
区
他
一
箇
所
を
継
続
工
事
で

推
進
い
た
し
ま
す
。

　
又
、
「
中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総

合
整
備
事
業
」
を
平
成
九
年
度
実
施

に
向
け
て
本
年
度
は
地
域
活
性
化
構

想
を
作
成
し
ま
す
。

　
林
道
に
つ
い
て
は
、
県
営
広
域
基

幹
林
道
中
魚
沼
丘
陵
開
設
工
事
を
は

じ
め
角
間
土
倉
線
・
小
沢
東
山
線
の

開
設
改
良
、
西
方
線
の
舗
装
を
継
続

実
施
し
、
林
道
網
の
整
備
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
村
行
造
林
の
育
成
に
も

配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
山
村
振
興
事
業
は
、
第
三
期
山

村
振
興
法
が
時
限
立
法
と
し
て
実
施

さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
平
成

四
年
度
か
ら
十
年
間
新
山
村
振
興
法

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
地
域
で

あ
る
倉
俣
地
域
の
振
興
活
性
化
の

為
、
平
成
六
年
度
新
潟
県
三
地
域
承

認
の
中
の
一
つ
と
し
て
承
認
を
得
る

べ
き
現
在
手
続
き
中
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
ソ
フ
ト
事
業
の
山
村
活

性
化
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
に
取
り
組

み
、
地
域
の
自
主
性
を
尊
重
し
長
期

的
展
望
に
立
っ
た
計
画
策
定
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ず

本
年
度
は
倉
俣
地
区
に
温
泉
掘
削
を

実
施
し
ま
す
。
又
、
清
田
山
自
然
運

動
公
園
の
水
源
井
戸
掘
削
を
実
施
し

ま
す
。
今
後
は
掘
削
結
果
等
と
財
源

確
保
の
見
と
お
し
を
得
た
う
え
で
順

次
新
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
関
係

・
清
津
峡
渓
谷
歩
道
ト
ン
ネ
ル

・
ス
キ
ー
場
建
設

・
商
工
振
興
活
性
化
対
策
及
び
不
景

気
対
策

　
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
は
引
き
続

き
県
0
重
点
施
策
事
業
に
も
掲
げ
ら

れ
て
い
る
重
要
な
事
業
で
、
平
成
四

年
九
月
に
自
治
省
の
若
者
定
住
促
進

等
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
指
定

も
受
け
て
お
り
、
昨
年
度
は
作
業
坑

か
ら
終
点
の
休
憩
所
間
が
貫
通
し
ま

し
た
が
、
本
年
度
は
本
坑
入
口
部
分

六
十
M
の
掘
削
と
、
貫
通
部
分
終
点

部
分
か
ら
覆
工
及
び
イ
ン
バ
ー
ト
エ

（
底
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ
）
を
実

施
し
、
平
成
八
年
度
完
成
を
目
指
し

て
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
八
年
度
清
津
峡
渓
谷

ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
る
観
光
客
の
増

を
想
定
し
、
清
津
峡
地
区
に
国
立
公

園
施
設
整
備
事
業
と
し
て
国
庫
補
助

事
業
に
よ
り
公
衆
便
所
の
改
築
を
行

い
ま
す
。

　
清
津
ス
キ
ー
場
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
よ
り
本
格
的
な
建
設
工

事
に
着
手
し
、
平
成
九
年
九
月
ま
で

に
第
一
期
工
事
が
完
成
、
同
年
十
二

月
オ
ー
プ
ン
の
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
村
と
い
た
し
ま
し
て
も
積
極

的
に
支
援
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

灘

　
商
工
振
興
、
活
性
化
対
策
及
び
不

景
気
対
策
と
し
て
、
商
工
信
用
保
証

料
補
助
及
び
中
小
企
業
振
興
資
金
借

入
利
子
補
助
を
引
続
き
行
い
、
中
小

企
業
の
近
代
化
・
経
営
安
定
を
行
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
経
費
と
商
工
活

動
強
化
の
た
め
の
補
助
金
を
引
き
続

き
予
算
計
上
い
た
し
ま
た
。

　
　
土
木
関
係

・
村
道
宮
中
島
温
泉
線
、
山
崎
桂
線
、

倉
下
十
二
峠
線
、
東
田
沢
追
分
線

の
改
良

・
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
更
新

・
災
害
復
旧
事
業

　
国
道
改
良
事
業
は
、
国
道
一
一
七

号
線
の
側
溝
整
備
事
業
と
歩
道
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
清
津
大

橋
架
替
工
事
は
本
年
桁
掛
け
を
完
了

し
平
成
八
年
の
秋
に
開
通
す
べ
く
努

力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
国
道
三
五
三
号
線
は
歩
道
新
設
工

事
を
進
め
、
又
猿
倉
ト
ン
ネ
ル
の
拡

幅
工
事
も
発
注
さ
れ
て
お
り
着
工
さ

れ
ま
す
。
尚
、
程
島
地
内
に
お
い
て
、

防
雪
工
事
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
県
道
改
良
事
業
で
は
小
千
谷
十
日

町
津
南
線
改
良
に
お
い
て
、
県
で
は

六
年
度
事
業
で
法
線
を
決
定
し
七
年

度
、
設
計
計
画
に
入
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
中
深
見
越
後
田
沢
停
車
場
線

に
お
い
て
は
六
年
度
で
法
線
測
量
が
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重
地
集
落
の
終
わ
り
ま
で
行
わ
れ
平

成
七
年
度
で
は
設
計
用
地
補
償
に
入

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
清
津
公
園
線

は
六
年
度
で
測
量
が
一
部
終
わ
り
法

線
発
表
が
行
わ
れ
て
お
り
、
七
年
度

で
は
用
地
買
収
、
物
件
補
償
に
入
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
河
川
事
業
に
つ
い
て
は
、
信
濃
川

か
さ
上
げ
工
事
、
釜
川
橋
上
流
左
岸

に
親
水
護
岸
工
事
が
実
施
に
入
り
ま

す
。
宮
中
貝
野
川
に
つ
い
て
は
、
ほ

場
整
備
に
伴
う
流
域
変
更
工
事
が
着

手
さ
れ
ま
す
。
又
七
川
の
護
岸
工
事

の
継
続
、
下
沢
川
護
岸
、
堀
之
川
で

魚
巣
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
工
事
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
砂
防
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
沢
谷
『

川
の
ダ
ム
本
堤
工
が
引
き
続
き
実
施

さ
れ
ま
す
。
同
じ
く
、
倉
俣
地
内
の

稲
荷
川
で
工
事
用
道
路
及
び
本
堤
工

事
に
、
着
手
さ
れ
ま
す
。

　
村
道
改
良
舗
装
事
業
に
つ
い
て
は
、

重
地
小
出
線
が
八
年
度
で
西
田
尻
に

接
続
し
完
了
す
る
予
定
で
す
。
倉
下

土
倉
線
、
干
溝
市
之
越
線
は
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。
村
単
事
業
で
は
、

清
田
山
線
、
上
山
上
道
線
が
完
了
し

ま
す
。
新
規
事
業
と
し
て
宮
中
温
泉

線
、
山
崎
桂
線
、
倉
下
十
二
峠
線
、

東
田
沢
追
分
線
が
実
施
と
な
り
ま
す
。

　
克
雪
道
路
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
ロ
ー
タ
リ
i
除
雪
車
の
更
新
と
、

荒
屋
田
沢
線
の
消
雪
。
ハ
イ
プ
を
二
年

計
画
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
道
路
維
持
で
は
交
通
安
全
対
策

及
び
道
路
維
持
管
理
に
備
え
て
ま
い

り
ま
す
。

　
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
、
砂
防

事
業
、
地
す
べ
り
防
止
事
業
等
は
、

建
設
省
並
び
に
県
当
局
に
増
額
要
求

を
行
い
事
業
の
進
捗
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

年
の
大
雪
に
よ
る
災
害
発
生
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
農
林
、
公
共
土
木
と

も
万
一
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

消
防
関
係

・
小
型
ポ
ン
プ
ニ
台

・
立
上
り
吸
水
管
二
箇
所

・
火
の
見
櫓
新
設

　
本
年
度
消
防
団
員
全
員
の
作
業
服

を
新
調
し
、
郡
市
内
同
一
の
作
業
服

と
な
り
ま
す
。
ま
た
小
型
ポ
ン
プ
ニ

台
、
立
上
り
吸
水
管
二
箇
所
（
程
島
、

新
屋
敷
）
、
火
の
見
櫓
新
設
（
新
屋
敷
）

等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　
教
育
関
係

・
奨
学
金
基
金
増
額

・
貝
野
小
学
校
屋
体
改
築
基
本
設
計

・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
導
入

　
心
豊
か
な
人
間
育
成
を
図
る
た
め
、

各
学
校
の
環
境
施
設
整
備
と
学
校
教

育
の
充
実
を
図
る
べ
く
予
算
計
上
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
名
村
交
流

事
業
と
し
て
沖
縄
県
仲
里
村
と
の
児

童
、
生
徒
の
交
流
を
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
学
等
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学

を
援
助
促
進
す
る
た
め
奨
学
基
金
の

増
額
と
制
度
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
小
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
生
活

科
関
連
事
業
及
び
い
き
い
き
ス
ク
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
に
よ
り
、

体
験
学
習
等
を
通
し
て
学
ぶ
教
育
の

推
進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
清
津
峡

小
学
校
の
教
員
住
宅
改
築
と
貝
野
小

学
校
屋
体
の
八
年
度
改
築
に
向
け
た

基
本
設
計
、
地
質
調
査
等
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
中
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
七
年

度
よ
り
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
事
業
を
実
施
し
、
ま
た

引
き
続
ぎ
外
国
人
英
語
指
導
助
手
に

よ
る
語
学
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
関
係
は
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
基
金
と
人
材
育
成
事
業
の

活
用
、
県
派
遣
社
会
教
育
主
事
の
受

け
入
れ
に
よ
り
生
涯
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
導
入
し
幅
広
い
社

会
教
育
活
動
の
展
開
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
社
会
体
育
関
係
で
は
、
村
民
体
育

館
の
付
帯
施
設
の
改
修
を
行
い
安
全

管
理
と
利
用
者
の
利
便
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　1　　（
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特
別
会
計

　
国
保
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前

年
度
に
引
き
続
き
国
庫
補
助
の
「
健

康
づ
く
り
事
業
」
で
各
種
疾
病
予
防

事
業
の
展
開
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま

す
。
新
規
に
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る

「
医
療
費
適
正
化
特
別
対
策
事
業
」

を
導
入
し
、
国
保
事
業
の
運
営
の
安

定
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
診
療
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予
防

活
動
に
も
力
を
い
れ
各
種
検
診
等
医

療
機
関
と
密
接
な
連
絡
を
取
り
、
村

民
一
人
一
人
の
健
康
管
理
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
老
人
保
健
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
度
実
績
に
よ
り
予
算
額
を
計
上

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
ば
、
中

央
地
区
の
区
域
拡
張
工
事
と
下
水
道

事
業
関
連
補
償
工
事
、
芋
川
倉
俣
地

区
の
広
域
農
道
関
連
補
償
工
事
に
よ

る
配
水
管
の
伏
せ
替
え
及
び
西
方
地

区
の
水
源
改
修
等
を
行
い
、
地
域
住

民
が
安
心
し
て
給
水
で
き
る
よ
う
に

予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
本
年
度

末
の
一
部
供
用
開
始
に
向
け
て
の
諸

準
備
と
村
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
の
事
業
費
を
予
算
に
新
に

計
上
し
、
合
わ
せ
て
管
渠
工
事
と
処

理
場
建
設
の
一
層
の
進
捗
を
図
る
た

め
、
昨
年
に
引
き
続
き
積
極
的
な
予

算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
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平
成
七
年
第
一
回
村
議
会
定
例
議
会
が
平
成
七
年
三
月
九
日
か
ら
二
十

四
日
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
ほ
か
、
条
例
十
五
議
案
・
補
正
予
算
六
議
案
・
平
成
七
年

度
予
算
七
議
案
、
そ
の
他
六
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
二
件
・
陳
情
二
件
・
諮
問
一
件
が
諮
ら
れ
、
請
願
は
継
続

審
査
、
陳
情
一
件
が
採
択
、
一
件
は
継
続
審
査
、
諮
問
一
件
が
答
申
さ
れ

ま
し
た
。

【
一
般
質
問
】

A
議
員

一
、
村
に
は
七
つ
の
地
区
振
興
会
が

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
振
興
会

の
さ
ら
な
る
展
開
は
自
助
努
力
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
村

づ
く
り
へ
と
進
展
を
考
え
る
と
き
、

設
立
よ
り
五
年
間
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
振
興
会
へ
の
経
費
援
助
等
、
行
政

か
ら
更
な
る
支
援
が
あ
っ
て
の
も
の

と
考
え
ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

二
、
地
域
防
災
計
画
の
総
則
に
「
村

民
の
生
命
、
安
全
、
身
体
及
び
財
産

を
災
害
か
ら
保
護
す
る
」
と
あ
り
ま

す
。
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

の
総
合
防
災
避
難
訓
練
を
実
施
す
べ

く
提
言
申
し
上
げ
た
い
が
所
見
を
伺

い
ま
す
。

村
長一
、
平
成
七
年
度
で
五
か
年
計
画
が

最
終
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
五

力
年
を
区
切
り
と
し
た
の
は
、
五
年

ご
と
の
見
直
し
、
継
続
を
す
べ
き
か

ど
う
か
等
を
地
域
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

二
、
阪
神
大
震
災
ク
ラ
ス
の
災
害
が

起
こ
っ
た
場
合
の
対
応
と
し
て
は
、

見
直
す
点
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

県
の
方
で
現
在
、
指
針
を
作
成
し
て

お
り
ま
す
の
で
そ
れ
に
合
わ
せ
村
の

　
　
…
講
鍵
繋

齪
灘

防
災
計
画
を
見
直
し
、
完
全
な
も
の

に
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

B
議
員

一
、
①
防
災
計
画
に
お
い
て
「
関
係

機
関
の
責
務
と
処
理
す
べ
き
事
務
又

は
業
務
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
関
係

機
関
の
中
に
ダ
ム
の
管
理
者
も
入
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
ど
う
か
。

②
危
険
区
域
の
指
定
に
お
い
て
現
況

と
の
関
係
で
も
れ
落
ち
な
ど
な
い
か

又
、
住
民
へ
の
周
知
徹
底
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
や
っ
て
き
た
の
か
。

③
昨
年
の
二
居
ダ
ム
の
真
夜
中
の
放

流
は
葎
沢
、
小
出
、
角
間
に
お
い
て

不
安
と
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。
二
居

ダ
ム
放
流
に
お
け
る
徹
底
し
た
対
応

を
要
望
し
た
い
。

④
震
災
対
策
に
つ
い
て
公
共
建
設
物

の
耐
震
性
の
点
検
を
行
う
考
え
は
あ

る
か
。

⑤
防
火
水
槽
に
つ
い
て
、
家
や
障
害

物
、
段
差
な
ど
で
ホ
ー
ス
の
届
か
な

い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
又
、
最
近

団
地
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

古
い
水
槽
も
含
め
て
総
点
検
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

二
、
高
道
山
小
学
校
の
改
築
問
題
に

つ
い
て
、
今
大
切
な
こ
と
は
小
数
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
校
区
民
全
員
が

一
丸
と
な
る
ま
で
話
合
い
、
コ
ミ
ニ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
次
の
こ
と
に
つ
い

て
質
間
し
ま
す
。

①
地
元
と
話
し
合
う
意
志
と
計
画
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
設
間
、
用
紙

の
配
布
と
回
収
の
方
法
は
ど
う
し
た

か
、
記
号
等
の
も
の
は
な
か
っ
た
か
、

回
収
率
、
設
間
ご
と
の
集
計
と
他
事

記
載
な
ど
の
公
表
。

③
老
朽
校
舎
指
摘
後
、
何
年
越
し
放

っ
て
お
い
た
責
任
は
村
政
に
あ
り
ま

す
。
現
在
に
お
い
て
も
明
確
な
方
針

が
提
起
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
明
確
な

答
弁
を
願
い
ま
す
。

三
、
宮
中
島
温
泉
の
効
率
性
と
採
算

性
に
つ
い
て
質
間
し
ま
す
。

①
年
間
施
設
利
用
者
数
が
十
三
万
人

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
村
外
利

用
者
数
は
ど
の
程
度
予
定
し
て
い
る

か
。
②
年
間
売
上
げ
が
一
億
八
千
万
円
、

営
業
経
費
も
同
額
と
な
っ
て
い
る
。

入
館
料
、
会
員
券
等
や
各
部
門
の
売

上
げ
収
入
の
う
ち
、
村
内
利
用
者
の

売
上
げ
額
を
ど
れ
く
ら
い
見
て
い
る

か
。
③
倉
俣
地
区
温
泉
掘
削
と
清
津
峡
流

出
温
泉
の
利
用
計
画
が
共
用
開
始
さ

れ
た
場
合
、
宮
中
島
温
泉
利
用
者
の

村
外
依
存
度
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

④
最
近
村
内
旅
館
業
も
ス
キ
ー
客
の

宿
泊
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
と
の
競
合
は
な

い
と
判
断
し
ま
す
か
。

四
、
山
間
地
集
落
維
持
発
展
の
施
策

を
要
望
し
、
質
間
し
た
と
き
村
長
は

林
道
の
管
理
に
つ
い
て
実
態
調
査
を

や
り
、
な
ん
ら
か
の
措
置
を
し
た
い

と
答
弁
し
て
い
る
。
そ
の
後
実
態
調

査
を
行
っ
た
か
ど
う
か
。
ま
た
、
林

道
、
村
道
の
道
普
請
や
刈
払
い
は
、

老
齢
化
が
年
々
強
ま
り
特
に
小
集
落

な
ど
に
深
刻
さ
が
増
し
て
い
る
。
村

も
建
設
費
に
多
く
の
金
を
出
し
た
の

だ
か
ら
あ
と
は
地
元
か
ら
骨
を
お
っ

て
も
ら
う
式
の
従
来
通
り
か
ら
の
発

想
の
転
換
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

村
長一
、
①
ダ
ム
施
設
の
管
理
者
に
つ
い

て
は
、
清
津
川
上
流
の
二
居
ダ
ム
の

管
理
者
が
入
っ
て
い
ま
す
。

②
危
険
箇
所
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

県
喋
、
小
千
谷
林
業
事
務
所
、
村

の
三
者
協
議
で
指
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
雪
崩
巡
視
員
を
四
人
設
置
し
て

巡
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。
危
険
が
生

じ
た
場
合
に
は
住
民
に
周
知
徹
底
を

し
、
更
に
予
防
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
，

③
奥
清
津
で
電
源
開
発
の
第
二
期
工

事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ダ
ム
の
機
能

が
作
動
し
て
お
ら
ず
降
雨
に
洪
水
と

い
う
形
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ダ
ム

に
よ
る
調
整
が
で
き
て
い
れ
ば
あ
の

よ
う
な
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
厳
重

に
注
意
す
る
と
共
に
強
く
要
望
し
た
。

④
最
近
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
震
度
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に
耐
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
公
共
施
設
の
建
物
の

見
直
し
の
検
討
を
し
、
対
応
に
努
め

た
い
。

⑤
防
火
水
槽
の
充
足
率
は
郡
市
一
で

九
十
八
％
～
九
十
九
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
老
朽
化
し
て
い
る

も
の
ば
、
今
後
じ
ゅ
う
ぶ
ん
見
直
し

を
行
い
完
全
の
も
の
に
な
る
よ
う
努

力
し
た
い
。

教
育
長

二
、
①
高
道
山
小
学
校
に
つ
い
て
で

す
が
子
ど
も
を
挟
ん
だ
村
の
重
要
な

問
題
で
し
た
の
で
、
私
ど
も
の
考
え

を
ま
と
め
、
方
向
性
を
打
ち
出
し
て

か
ら
で
な
い
と
い
た
ず
ら
に
長
引
か

せ
た
り
、
ま
た
、
地
域
を
惑
わ
さ
せ

な
い
よ
う
慎
重
に
し
て
き
ま
し
た
。

今
日
、
村
長
か
ら
方
向
が
示
さ
れ
ま

し
た
の
で
地
域
の
方
、
代
表
の
方
に

回
答
を
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と

同
時
に
今
後
、
地
域
の
方
々
と
話
合

い
、
意
見
を
頂
戴
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
課
長
よ
り
説
明
さ
せ
ま
す
が
他
事

記
載
の
と
こ
ろ
は
来
て
い
た
だ
け
れ

ば
お
見
せ
い
た
し
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

②
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
平
成

四
年
十
月
十
六
日
付
け
で
依
頼
、
十

一
月
十
八
日
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

十
二
月
二
十
一
日
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
結
果
を
学
校
区
民
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
法
は
、

郵
送
で
返
信
用
封
筒
を
入
れ
回
収
し

て
い
る
。
回
収
は
一
六
六
件
の
配
布

を
し
、
一
二
三
件
の
回
収
で
率
に
し

ま
す
と
七
四
・
一
％
で
す
。
設
問
と

設
間
さ
と
の
集
計
も
説
明
。

村
長
③
二
者
択
一
で
考
え
て
き
た
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
立
場

に
立
っ
て
、
ま
た
、
今
日
の
状
況
か

ら
み
て
、
ま
ず
統
合
と
い
う
の
が
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
姿
勢

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
統
合
が
、

よ
り
子
ど
も
た
ち
の
為
に
な
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
元
の
皆

さ
ん
と
誠
意
を
持
っ
て
話
合
い
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
発
課
長

三
、
①
年
間
施
設
利
用
者
、
十
三
万

人
の
内
、
十
一
万
人
を
村
外
利
用
者

と
い
て
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

②
村
内
利
用
者
の
売
上
げ
額
に
つ
い

て
は
、
一
億
八
千
万
円
の
十
五
％
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

村
長
③
倉
俣
地
域
の
掘
削
は
行
い
ま
す
が

タ
イ
プ
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

宮
中
島
温
泉
の
動
向
を
十
分
見
極
め

な
が
ら
タ
イ
プ
を
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
宮
中
島
温
泉
と
竸

合
し
な
い
よ
い
な
も
の
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

清
津
峡
に
つ
い
て
は
地
域
の
方
々
と

話
し
合
い
な
が
ら
ト
ン
ネ
ル
が
出
来

た
際
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。④
村
に
は
宿
泊
施
設
が
十
分
で
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
村
内
業
者
と
の

競
合
は
避
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
配
慮
し
な
が
ら
行
っ
て
い

く
。四
、
村
道
林
道
の
管
理
等
の
間
題
で

す
が
、
地
域
の
実
状
を
考
慮
し
、
一

つ
の
基
準
を
設
定
し
て
補
助
金
、
人

の
派
遣
を
考
え
今
後
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。C
議
員

一
、
雪
原
力
i
ニ
バ
ル
の
花
火
寄
付

に
つ
い
て
質
間
い
た
し
ま
す
が
阪
神

大
震
災
が
放
送
さ
れ
て
い
る
矢
先
に

山
本
実
行
委
員
長
名
義
で
の
花
火
寄

付
の
要
請
が
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
に

届
い
た
と
い
う
こ
と
で
要
請
を
受
け

た
人
か
ら
村
民
感
情
か
ら
し
て
誠
に

遺
憾
で
逆
な
で
す
る
行
為
だ
と
い
わ

れ
ま
し
た
。
あ
の
時
も
っ
と
良
い
打

つ
手
は
な
か
っ
た
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

二
、
村
長
は
、
我
村
は
農
業
を
中
心

と
し
、
観
光
を
取
り
入
れ
た
村
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
観
光
が
い
か
に

進
展
し
て
も
農
業
が
衰
退
す
る
な
ら

ば
村
は
存
続
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
ッ
ト
批
准
に
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
新
農
政
プ
ラ

ン
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
お

ら
れ
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

三
、
入
札
制
度
に
つ
い
て
、
新
し
い

者
は
い
つ
に
な
っ
て
も
入
札
の
仲
間

に
い
れ
ら
れ
な
い
の
か
そ
の
理
由
。

入
札
さ
れ
る
業
者
に
対
す
る
村
の
指

導
は
ど
う
か
、
建
退
協
、
社
会
保
険
、

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
に
対
す
る
指

導
、
村
発
注
の
設
計
単
位
は
三
者
協

定
に
基
ず
い
た
設
計
で
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
宮
中
島
温
泉
で
は
、

大
企
業
を
加
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も

村
内
業
者
を
優
先
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

村
長一
、
実
行
委
員
長
名
で
寄
付
を
お
願

い
し
た
の
は
事
実
で
す
。
通
知
は
、

震
災
よ
り
早
く
だ
し
た
が
手
元
に
届

く
の
が
一
緒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

受
け
と
め
る
方
と
し
て
は
不
愉
快
と

思
わ
れ
る
面
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
し
、
配
慮
に
欠
け
た
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。
改
め
る
と
こ
ろ
は
今

後
改
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。二
、
平
成
七
年
度
か
ら
十
二
年
の
六

年
間
、
ウ
ル
グ
ア
イ
対
策
ど
し
て
六

兆
百
億
円
を
農
家
の
皆
さ
ん
に
ほ
ど

こ
し
て
い
く
事
に
な
っ
て
い
ま
す
が

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ま
だ
不
透
明

で
あ
り
ま
す
。
末
端
の
農
家
が
恩
恵

を
満
た
さ
れ
る
よ
う
な
、
ま
た
農
家

の
皆
さ
ん
が
創
意
工
夫
し
た
事
業
に

枠
を
広
げ
、
農
家
に
行
き
届
く
よ
う

国
県
に
強
く
訴
え
て
い
き
た
い
同
時

に
利
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

三
、
新
規
の
業
者
が
年
度
の
途
中
に

指
名
願
い
し
て
も
、
す
ぐ
に
仕
事
が

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村

内
業
者
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
当
然
で
す
が
村
内
業
者
だ
け

に
す
る
の
も
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
建
退
協
、
社
会
保
険
の
加
入
等

に
つ
い
て
も
選
定
の
一
つ
で
す
が
、

加
入
に
つ
い
て
は
業
者
が
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
指
導
ま
で
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
設
計
単
価
に
つ
い
て

は
、
三
者
協
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

宮
中
島
湯
泉
の
目
的
達
成
の
為
に

は
、
立
派
な
業
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
村
内
業

者
も
留
意
し
な
が
ら
進
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

D
議
員

一
、
全
国
有
数
の
豪
雪
地
、
中
里
村

の
防
災
計
画
に
つ
い
て
も
建
造
物
の

耐
震
性
、
積
雪
に
よ
る
二
次
災
害
の

予
防
等
再
点
検
の
必
要
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
次
の
二
点
に
つ
い
て
早
急
に

実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
公
共
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
設
施

設
の
確
認
と
対
応
。

②
地
す
べ
り
地
帯
、
急
傾
斜
地
指
定

地
域
に
お
け
る
地
震
に
よ
る
大
型
雪

崩
防
止
対
策
。

二
、
宮
中
島
温
泉
の
ソ
フ
ト
面
を
含

平成7年4月10日広報なかさと7



め
た
次
の
事
項
に
つ
き
確
認
し
て
お

き
た
い
。

①
特
徴
が
あ
り
村
内
外
か
ら
親
し
ま

れ
る
魅
力
あ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
。

②
建
設
財
源
と
そ
の
後
の
財
政
運
営

に
つ
い
て
村
民
の
納
得
を
得
る
説
明

③
運
営
主
体
と
人
材
の
確
保

④
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
と
養
成
計
画

⑤
営
業
活
動
計
画
、
P
R
。
ハ
ン
フ
作

成
計
画

⑥
倉
俣
地
区
の
温
泉
掘
削
は
宮
中
島

湯
泉
の
オ
ー
プ
ン
後
で
は
、

三
、
村
内
に
は
ま
だ
多
く
の
住
宅
に

関
す
る
切
実
な
要
望
が
あ
る
こ
と
は

事
実
で
す
。
本
格
的
な
都
市
計
画
、

土
地
利
用
計
画
を
樹
立
し
て
民
間
活

力
も
利
用
し
な
が
ら
早
急
に
宅
地
造

成
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
ま

す
が
村
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

四
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
生

産
基
盤
及
び
農
村
生
活
環
境
基
盤
の

整
備
を
行
い
農
業
農
村
の
活
性
化
を

図
る
と
し
て
村
で
は
今
年
度
、
中
山

間
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整
備
事
業

の
取
組
み
を
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
聞
い
て
お
り
ま
す
が
構
想
を
伺
い

ま
す
。

村
長一
、
①
見
直
し
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見

直
し
て
い
く
。
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
特
に
心
配
す
る
と
こ
ろ
は
な
い

が
、
建
築
年
度
等
を
配
慮
し
対
応
し

て
行
き
た
い
。

②
地
す
べ
り
、
急
傾
斜
地
等
に
つ
い

て
も
万
全
を
期
し
、
総
体
的
に
見
直

し
て
い
き
た
い
。

開
発
課
長

二
、
①
特
徴
と
し
て
、
明
る
く
清
潔

で
あ
っ
て
官
然
採
光
を
取
り
入
れ
た

も
の
、
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
の
水
質
の
良

さ
、
健
康
づ
く
り
の
施
設
、
レ
ジ
ャ

i
性
の
施
設
、
休
憩
室
、
飲
食
室
及

び
宿
泊
施
設
と
な
っ
て
ま
す
。
近
隣

市
町
村
に
は
類
似
施
設
が
あ
り
ま
す

が
水
質
の
き
れ
い
さ
で
差
別
化
を
図

る
こ
と
と
接
客
マ
ナ
ー
に
万
全
を
期

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
建
設
財
源
と
し
て
若
者
定
住
促
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
過
疎
債
を
充

て
、
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
広
報

等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

③
④
本
年
度
は
、
運
営
の
や
り
方
を

県
か
ら
指
導
を
仰
ぎ
、
ま
と
ま
り
し

だ
い
、
九
月
か
ら
支
配
人
、
八
年
一

月
に
営
業
と
事
務
、
そ
の
他
に
つ
い
・

て
四
月
と
い
う
計
画
で
職
員
の
採
用

を
図
り
た
い
。

⑤
営
業
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
こ
と
が
固
ま
り
し
だ
い
、
八
年
度

初
め
か
ら
活
動
に
入
る
。

村
長
⑥
倉
俣
温
泉
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地

域
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
配
慮
し
た

い
も
の
で
す
。

三
、
平
成
六
年
度
に
宅
地
を
設
定
す

る
に
可
能
な
地
域
を
担
当
課
で
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
造
成
に
つ
い
て

は
、
民
間
活
力
を
利
用
す
る
こ
と
も

あ
わ
せ
て
検
討
し
て
行
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

四
、
本
年
は
計
画
策
定
を
行
い
、
平

成
九
年
か
ら
実
施
に
入
れ
ま
す
。
総

合
的
な
事
業
で
す
の
で
皆
さ
ん
の
為

の
計
画
に
な
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま

す
。
高
い
補
助
率
で
あ
る
ま
す
の
で

中
里
村
の
農
業
が
こ
れ
ら
に
よ
り
明

る
い
材
料
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
き

ま
す
。

E
議
員

一
、
中
里
村
の
防
災
計
画
に
つ
い
て
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
想
定
震
度
を
7
に
し
た
清
津
大
橋

の
耐
震
は
ど
う
か

②
災
害
発
生
時
の
心
構
え
や
火
災
防

止
、
避
難
所
マ
ッ
プ
を
は
じ
め
と
す

る
防
災
手
引
書
を
作
る
考
え
は
無
い

か③
観
光
客
の
非
常
袋
と
避
難
所
マ
ッ

プ
の
備
え
に
つ
い
て
ど
う
か

二
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
の
受
入
れ

や
十
一
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
新
食

糧
法
を
考
え
る
と
き
他
面
的
価
値
や

生
活
保
証
等
を
強
力
に
国
、
県
に
求

め
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
如
何
お
考
え
か

村
長
一
、
①
清
津
大
橋
の
耐
震
度
は
、
6
・

7
に
も
耐
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
県
か
ら
指
針
が
で
ま
す
の
で
そ
れ

ら
に
合
わ
せ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
配

布
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
主
要
施
設
に
は
非
常
袋
の
備
え
は

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

二
、
農
業
は
食
糧
の
生
産
が
主
で
あ

ケ
ま
す
が
、
と
同
時
に
地
面
的
分
野

の
し
め
る
割
合
も
大
き
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
農
家
に
繁
栄
さ

れ
る
よ
う
な
形
で
国
県
へ
訴
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

F
議
員

一
、
養
魚
場
跡
地
の
開
発
は
、
村
行

政
の
施
策
の
一
環
と
し
て
検
討
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
具
体
的
な
青
写
真
が

未
発
表
で
す
が
事
業
計
画
の
公
開
が

急
務
と
思
い
ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま

す
。二
、
ユ
ー
モ
ー
ル
か
ら
の
出
入
口
や

村
有
地
の
有
効
活
用
又
は
、
村
道
の

一
一
七
号
線
と
の
交
差
点
の
改
良
で

国
県
の
事
業
又
は
、
村
当
局
の
知
恵

で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
対
策

は
無
い
か
。

三
、
山
間
地
農
業
の
担
い
手
確
保
と

村
独
自
の
具
体
的
施
策
の
必
要
性
に

つ
い
て
行
政
、
農
協
、
農
家
が
一
体

と
な
り
創
意
工
夫
し
て
指
針
を
見
い

だ
す
こ
と
が
重
要
と
提
言
し
た
が
、

そ
の
後
そ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
計

画
な
り
論
議
の
場
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
伺
い
ま
す
。

村
長一
、
平
成
六
年
度
予
算
で
整
地
関
係

の
予
算
を
計
上
し
た
が
、
下
水
道
等

の
工
事
に
伴
う
残
土
を
埋
め
る
こ
と

に
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
整
地
を
や
っ
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
青
写
真
の
検
討
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
公
園
等

の
要
望
も
あ
る
の
で
検
討
を
加
え
て

い
き
た
い
。

二
、
国
道
三
五
三
の
改
良
と
同
時
に

付
近
一
体
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
、
総
合
的
に
整
備
を
行
い
、
中
山

間
地
の
基
準
が
ゆ
る
や
か
な
事
業
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
農
家
の
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ

た
事
業
で
中
里
村
の
独
自
性
を
見
い

だ
し
推
進
し
て
い
く
。
観
光
農
業
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

難羅
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．
灘
糖

　
願

難

「
清
津
峡
」
と
「
ス
カ
シ
ユ
リ
」
が
ふ
る
さ
と
絵
葉
書
に

　
「
清
津
峡
」
乏
村
の
花
「
ス
カ
シ

ユ
リ
」
を
題
材
と
し
た
ふ
る
さ
と
絵

葉
書
が
三
月
二
十
七
日
よ
り
新
潟
県

内
の
郵
便
局
で
一
斉
に
発
売
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
贈
呈
式
が
三
月
二
十

九
日
、
役
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。　
贈
呈
式
で
は
、
信
越
郵
政
局
の
宮

本
地
域
振
興
課
長
さ
ん
が
「
郵
政
省

で
は
、
す
こ
し
で
も
地
域
の
活
性
化

に
役
立
て
る
よ
う
に
と
今
回
の
ふ
る

さ
と
絵
葉
書
や
ふ
る
さ
と
物
産
展
等

　懸、難
雛

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
」
と
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
村
長
に
贈
呈
証
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
山
本
村
長
も
「
村
の
代
表
的
な
清

津
峡
と
特
産
物
の
ス
カ
シ
ユ
リ
を
題

材
に
発
売
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
お
礼
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ふ
る
さ
と
絵
葉
書
は
、
観
光

開
発
等
の
一
助
と
す
る
た
め
、
過
疎

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の

中
か
ら
代
表
的
な
風
景
、
文
化
等
を

葉
書
に
印
刷
し
発
売
す
る
も
の
で
、

今
回
の
絵
葉
書
は
、
表
面
下
部
に
ス

カ
シ
ユ
リ
、
裏
面
下
部
に
清
津
峡
の

絵
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
原

画
の
作
者
は
大
口
昭
治
氏
で
、
板
倉

町
に
生
ま
れ
、
大
潮
会
、
二
紀
会
に

出
品
入
選
し
、
昭
和
五
十
一
年
に
画

集
「
塩
の
道
」
を
発
行
。
ま
た
、
個

展
も
開
催
し
、
現
在
は
糸
魚
川
市
、

新
井
市
、
上
越
市
で
絵
画
教
室
の
指

導
等
で
活
躍
中
で
す
。

　
知
人
や
友
人
へ
の
お
手
紙
の
際
に

こ
の
ふ
る
さ
と
絵
葉
書
を
ご
利
用
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
ふ
る
さ
と
絵
葉
書
の
発
行

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
発
行
枚
数

・
売
　
　
価

・
販
売
地
域

三
〇
万
枚

一
枚
　
五
〇
円

新
潟
県
内
の
郵
便
局

（
簡
易
郵
便
局
、
郵
便

切
手
類
販
売
所
で
も

販
売
し
て
い
ま
す
。
）

〃／／，

灘
欝躍　　㎜　鍬票繍

馨

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と
傘
を
新
入
生
児
童
に
贈
呈

　
中
里
村
交
通
安
全
協
会
で
は
三
月

三
十
一
日
、
協
会
の
石
澤
会
長
と
桑

原
副
会
長
が
上
原
教
育
長
に
今
春
新

入
学
と
な
る
小
学
一
年
生
に
交
通
安

全
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と
黄
色
い
傘

を
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
交
通
弱
者
の
交
通
安
全
活

動
の
一
環
と
し
て
毎
年
新
入
学
児
童

に
贈
っ
て
い
る
も
の
で
す
9

　
ま
た
、
中
里
中
学
の
生
徒
全
員
に

校
章
の
入
っ
た
反
射
マ
ス
コ
ッ
ト
を

合
わ
せ
て
贈
り
ま
し
た
。

　
石
澤
会
長
は
「
最
近
、
子
ど
も
た

ち
の
交
通
事
故
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
尊
い
命
を
大
切
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
贈
り
続
け

て
き
て
い
る
も
の
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
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今
年
で
第
七
回
目
の
ヴ
ィ
・
リ
ゾ
ー
ト
中
里
雪
原
力
－
ニ
バ
ル
9
5
が
三
月
十
一
日
、
十
二
目
の
一
百
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
一
目
は
午
後
六
時
、
花
火
の
打
ち
上
げ
と
と
も

に
二
万
五
干
本
の
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
に
点
火
が
行
わ
れ
カ
ー
ニ
バ
ル
が
オ
ー
ブ
ン
。
幻
想
的
な
光
の
中

で
、
パ
ツ
ピ
ー
ア
タ
ツ
ク
、
津
軽
一
一
一
味
線
、
た
い
ま
つ
滑
降
、
雪
上
花
火
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
場
、

青
森
県
の
清
軽
三
味
線
に
は
、
観
客
も
酔
い
し
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
十
二
目
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
雪
上
サ
ツ
カ
ー
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
雪
の
滑
り
台
、
デ
ィ
ア
ル
ス
キ

ー
等
が
行
わ
れ
、
一
目
中
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
つ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
芸
能
協
会
に
よ
る
踊
り
も
披
露
さ
れ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
を
い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　　　　　　覇　　　　　　1　　　　　き　　　　　　　　灘
　　雛

き
ま
っ
て
る

額
萎

さ
あ
～
こ
い
！

灘灘灘

ー

糊
羅
、

騒灘鰯
欝
購
　
∞
．

群
欝
灘鑛嚢
　

　　　　　　　　　矯蜘轍灘蜘一　　　、κ＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　燕扇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．獺騨雛籍難羅難灘麺灘灘

欝鵬　　　　　　纏
　　　　　灘　　　　　　　　　　難
　　　　　　　　　　　　　　　雛　　灘

　　　　　　　　～

鹸、i
、
、

蓑
繁

おもしろ～い



奥武島は以前、渡し舟で行き来していましたが、本島との

間に橋が架けられ、いつでも通行できるようになりました。

奥武島の石畳は、奥武電の浜辺にある火山岩の一群で、百径

1m内外の五角形または。六角形の平らな石が亀の甲のよう

にくっついて￥1，000個余りも並んでいます。こφ畳石の範囲

は南北50m．長さは250mですが￥砂に隠れて全部は見えませ

ん。久米島には、新旧2つの火山活動があったと言われ、石

畳は．今から2400万年から510万年前の時代におきた久米島南

部の火山活動の噴火によってできたもので東洋に2つとない

珍しいものだと言われています。石畳の隣にはキャンブ場も

整備され￥これからの海のシーズンにはたくさんの方々が訪

れ賑わいます。

社
会
教
育
課
（
中
里
村
公

民
館
）
体
制
の
ご
案
内

　
昨
年
の
六
月
よ
り
教
育
委
員
会
事

務
局
が
保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
ま

し
た
。
こ
の
事
務
室
に
は
、
教
育
長
、

学
校
教
育
課
、
社
会
教
育
課
が
入
り

事
務
を
執
っ
て
き
ま
し
た
。
利
用
者

の
利
便
を
考
え
総
合
セ
ン
タ
ー
事
務

室
に
社
会
教
育
課
職
員
が
交
代
で
事

務
を
執
っ
て
き
ま
し
た
が
こ
の
四
月

よ
り
総
合
セ
ン
タ
ー
の
事
務
室
で
は
、

総
合
セ
ン
タ
ー
の
申
込
等
の
対
応
だ

け
に
い
た
し
ま
す
。
昨
年
よ
り
事
務

室
の
移
動
等
で
皆
さ
ん
に
非
常
に
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
社
会
教
育
課
並
び
に
中
里
村
公
民

館
に
ご
用
の
あ
る
方
は

　
T
E
L
　
6
3
1
4
4
7
8

　
F
A
X
　
6
3
1
4
5
6
0

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
事
務
室
）

◆
総
合
セ
ン
タ
ー
の
利
用
申
込
は
、

　
T
E
L
　
6
3
1
2
4
9
3

◆
夜
間
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

　
従
来
ど
お
り
総
合
セ
ン
タ
ー
に
夜

間
管
理
人
を
お
願
い
し
利
用
者
の
利

便
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
公
民
館
の

講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
申
込
み

に
つ
い
て
は
な
る
べ
く
昼
間
に
お
願

い
し
ま
す
。

水
路
や
河
川
‘

マ
爪
い
に
璽
≧
！
ギ
う

　
最
近
、
水
路
や
河
川
に
廃
油
な
ど

石
油
類
を
流
す
人
が
い
ま
す
。
ま
わ

り
や
下
流
の
人
が
大
変
迷
惑
し
て
い

ま
す
。
雪
ど
け
な
ど
川
の
水
が
よ
ご

　忘れτいませ淘か
　　　　第3暑被保険者の届出
国民年金の「第3号被保険者Jをご蕎じでしょうか？

　「第3畢被保陳者コとは、20歳以上60歳未満で第2豊被保

険者（厚生年金や共済組合の加入者）に扶養されている人た・

ちをいいます。保険料は配偶者の加入する年金制度がまとめ

て負担しますから自分で納める必要はありません。

しかし、第3号被保険者となるためには届出をして確認を

受けなけれぱなりま慧ん、第3§の届出が2年以上遅れると、

亙年を越えた期間の保険料は朱納扱いとなり、将来、墓礎年

金を受けるために懸要な葎数が建りなくなるので届出は速や

か健行ってください。

◆第3量被保険者の特例届出期間があります。

平成ヌ年4用から平成9年3駕中縫届出を行えぱ、昭和鋼

華4潮以降の熊届期闇懸保険料紬裸済期闘とじて認められる

霞とにな壌謙じた、

窟出を癒凝て儲たりじた瘡は．麟載この期闘鞭健魑出を行

蓼羅《ださ撚¢

彦
罷
．
壕

を
し
り
美

’

れ
る
時
期
で
す
が
、
お
た

が
い
に
気
を
つ
け
「
河
川

を
き
れ
い
に
し
、
環
境
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
」

　　　保健だより
◎予防接種

ツベリクリン反応及びBCG

・ツベリクリン検査

4月26日㈱　保健センター　14：00～15：00

・ツベリクリン判定及びBCG
4月28日圃　保健センタ・一　14二〇〇～15：00

◎遊びの教室

4月18日（火）総合センター　9：30～10：00受付

対象者二保育所入所前の乳幼児及びその保育者

◎妊婦健康・田親学級

4目14日樹　上村病院　13：00～13：30受付

11 広報な：かさと　　　平成7年4月10日



　　　お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

⑯　
礪

歳
闘

ん
繧
陽
鮎
宏
蕨

口江

　宏陽くんは、少しくらい雨が降

っていてもまた、少しくらい寒く

ても外に出て遊んでしまうという

元気なお子さんです。食べ物は、

パンとイチゴが大好物とのこと。

　家では、おぱあちゃんといつも

一緒にいるせいか「ばあ一」「じい

一」と話をしているそうです。

　お田さんが宏陽くんへ願うこと

は￥「ケがをしないで元気に育って

ほしい。」とのことです。

，麟雑
’
榊

平
成
7
年
7
月
プ
一
7
宗
タ
リ
ウ
凸
を
導
入

　子供と遊んであげたいけどどうやって遊んだらいいの？育児の悩みを

話せる友達がほしいなあ一というお母さん、ぜひ、参加してみませんか。

（おばあちゃんも大歓迎です）

☆平成7年度遊びの教室日程
　4月18日（火）　5月23日（火）　6月20日（火）　7月18日（火）　8月22日（火）

　9月19日㈹10月17日㈹11月21日㈹12月19日㈹　1月16日㈹

　2月6日依）3月5日（火）

☆会　場　　中里村総合センター

☆時　間　　午前9時30分から11時まで（受付午前9時30分から10時）

☆対象者　　保育所入所前の乳幼児と母、祖母等

☆内　容　・自由遊び、親子遊び、課題遊び

　　　　　・おやつ…（おやつはでますので持参しないでください）

　　　　　・保健婦、保母による個別面談（希望者）

☆参加費　　無料
☆参加申込　既に配布してあります申込用紙により行ってください。

　　　　　電話での申込も可能ですが、事前にお願いします。

☆申込及び問い合わせ先　　民生課　保健衛生係（内線126）
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青
少
年
が
天
文
に
興
味
を
も
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
情
操
教
育
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
ユ

ー
モ
ー
ル
に
導
入
す
る
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
の
計
画
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
一
、
オ
ー
プ
ン
記
念

日
時
　
7
月
9
日
㈲
　
午
前
1
0
時

会
場
　
ユ
ー
モ
ー
ル
文
化
教
養
室

　
　
　
　
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
）

内
容
・
7
月
の
星
空
解
説

　
　
　
　
（
ス
ラ
イ
ド
番
組
投
影
）

　
　
　
・
時
の
話
題

　
二
、
オ
ー
プ
ン
記
念
講
演

日
時
　
7
月
8
日
ω
　
午
後
7
時
3
0
分

、
会
場
　
ユ
ー
モ
ー
ル
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
・
天
文
落
語

講
師
　
柳
家
小
ゑ
ん
師
匠

　
三
、
オ
ー
プ
ン
記
念
天
体
写
真
展
・
ア

　
　
マ
チ
ュ
ア
天
体
写
真
展

　
期
日
　
7
月
8
日
㈲
～
31
日
㈲

　会場

　
ユ
ー
モ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
内
容
・
天
体
パ
ネ
ル
展

　
四
、
定
期
投
影
予
定

期
日
毎
週
日
曜
日

　
　
　
午
前
1
1
時
か
ら
4
0
分
間

　
会
場
　
ユ
ー
モ
ー
ル
文
化
教
養
室

　
内
容
・
毎
月
の
星
空

　
　
　
・
時
の
話
題

　
五
、
星
と
音
楽
の
タ
ベ
特
別
投
影

期
日
　
5
月
・
8
月
（
夏
休
み
）
・
1
2
月

　
　
　
（
ク
リ
ス
マ
ス
）

会
場
　
ユ
ー
モ
ー
ル
文
化
教
養
室

内
容
・
そ
の
月
の
夜
空
の
投
影

　
　
・
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
音
楽
を
流

　
　
　
す
。
『

中
里
繕
謙
韓
叢
懲
リ
ウ
ム

　
　
　
　
．
．
霧
嚢
獄
募
集

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
導
入
が
進
め
ら

れ
ま
す
が
、
皆
様
に
よ
り
い
っ
そ
う
親

し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室
全
体
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。

★
募
集
期
間
　
4
月
1
0
日
～
5
月
1
0
日

　
応
募
用
紙
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

★
応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

★
入
賞
作
品

　
・
採
用
作
品
1
点
（
1
万
円
分
の
図

　
　
　
　
　
　
　
　
書
券
進
呈
）

　
・
優
秀
作
品
2
点
（
5
千
円
分
の
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
券
進
呈
）

★
作
品
発
表
　
広
報
な
か
さ
と
で
発
表

　
7
月
8
日
ユ
ー
モ
ー
ル
に
て
表
彰
式

★
申
込
先

　
5
月
1
0
日
ま
で
に
中
里
村
教
育
委
員

　
会
社
会
教
育
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
も

　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

　
盈
6
3
1
4
4
7
8

12



職務厩脇彪ばiま轍諺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
用
　
　
　
　
　
　
向

　
　
　
　
　
　
長
　
　
　
）
　
　
　
　
所
）
一
）
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
係
）
手
）
）
育
所
タ
長
　
）
区

　
）
γ
）
）
）
税
）
）
士
助
）
長
長
）
保
育
ン
係
）
）
）
補
良
）
）

職
任
任
事
事
任
民
任
任
養
科
所
所
所
長
俣
保
セ
局
事
事
任
事
改
任
事

前
主
主
主
主
主
住
主
主
栄
歯
育
育
育
所
倉
南
祉
務
主
主
主
主
地
主
主

は
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
保
保
保
育
　
　
福
事
課
課
課
課
土
課
課

）
林
境
林
生
務
務
設
務
生
生
俣
野
里
保
母
母
人
会
林
生
生
務
里
発
発

　
農
環
農
民
総
税
建
総
民
民
倉
貝
中
南
保
保
老
議
農
民
民
総
中
開
開

（
　

（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（

　
文
睦
敏
子
子
子
稔
勤
子
子
子
子
リ
リ
子
子
了
人
茂
浩
広
悟
博
博
優

　
　
　
　
津
佐
　
　
　
し
枝
　
ル
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重
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扶
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よ
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テ
ユ
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真
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正
　
利
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橋
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ロ
高
柳
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田
ロ
原
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山
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井
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原
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高
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長
長
事
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長
長
任
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事
長
長
長
長
卵
卵
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長
事
事
任
補
長
任
任

事
務人
壕
　
務
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場
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総
　
税
民
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境
　
　
発
　
林
　
設
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開
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し
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望
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｛
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｛
　
・
誠
　
原
岸
口
口
　
　
　
惑
　
　
　
希
て

た
太
　
　
　
　
よ
代
　
か
佳
　
み
美
　
み
美
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
本
を
出

　
　
闘
優
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栞
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江
樋
　
　
　
　
　
之
　
　
載
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闘
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紬
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※

耀
顯
⑳
製

転　　出　　者 転　　入　　者

職名・氏名・転出先（郡市・学校名） 職名・氏名・旧校名（郡市・学校名）

校
教

【田沢小学校】

　長＝笹　川　辰　雄（上教大付属幼稚園）

　　o　諭二島　田　美枝子（東頸城・月影小）
　〃　　二戸　田　広　夫（南魚沼・後山小）

　〃　　＝高　木　朋　子（三　島・岩塚小）
学校栄養職員＝斎　木　里江子（中魚沼・川西中）

校
教
　
〃

　長＝小　林　武　夫（長岡市教育委員会）
　諭＝高　橋　知　美（北魚沼・川口小）
　　＝堀　川　邦　夫（上　越・国府小）
学校栄養職員＝滝　沢　タ　ツ（中魚沼・津南小）

校
教
教

【高道山小学校】

　長＝荒　川　　　實（柏　崎・田尻小）
　頭＝服　部　　　　了（栃　尾・下塩小）

　諭＝川　瀬　貴　志（中魚沼・芦ケ崎小）

校
教

長二坂　ロ　禎　生（西頸城・能生小）

頭＝本　間　和　貴（新　井・新井中央小）

教
教

【倉俣小学校】

　頭二小　林　謙　一（長　岡・才津小）
　諭二鈴　木　享　子（H6．8．31退職）

教
教

頭二中　澤　久　征（見　附・葛巻小）

諭二新　井　純　代（上　越・黒田小）

校
教

【貝野小学校】

　長＝矢　萩　禎　一（西頸城・中能生小）
　諭＝保　坂　恭　子（北魚沼・原小）
〃　　＝小　川　信　治（県立新潟聾学校）

校
教
　
〃

長二金　子　裕　子（柏　崎・鵜川小）

諭二滝　沢　君　江（北魚沼・堀之内小）

＝川　上　直　樹（北魚沼・川口小）

教

【清津峡小学校】

　諭＝高　野　明　久（南魚沼・土樽小）
〃　　＝長谷川　聡　子（南蒲原・田上小）

教
　
〃

諭＝佐　藤　智　範（西蒲原・味方小）

二清　野　美紀子・（配置換え）

教

【清津峡小学校土倉分校】

　諭＝若　井　吾　郎（定年退職）
〃　　＝清　野　美紀子（配置換え）

教 諭二山　田　直　美（三　島・寺泊）

校
教

【中里中学校】

　長＝金　子　三　郎（中頸城・板倉中）
　諭＝山　田　恵美子（新　潟・五十嵐中）

校
教
　 ノノ

長二滝　沢　昭　夫（南魚沼・大崎小）

諭二桑　原　留美子（柏　崎・第一中）

＝星　野　理　子（中蒲原・愛宕中）

平成7年4月10日広報なかさと13



鈴木直美さん
集落下山

青春してます
　4月10日～4月26日

カレンタ“一
昭和49年4月4日生まれ　20歳

10（月）

11㈹

12㈱

13休）

14働

妊婦検診審査・母親学級　倉上村病院産婦

人科（！）13：00～13：30受付

心配ごと相談（藤田義一）合デイサービス

センター　013：00～16：00

15ω

17（月）

18㈹
遊びの教室　合総合センター

（D9：30～10：00受付

19㈱

20休）

21働
心配ごと相談（山田虎一）　合デイサービス

センター　（D13：30～16：00

22ω

　●
24（月） 胃がん・大腸がん検診　合保健センター

∈）8：00～10：00受付

25㈹
胃がん・大腸がん検診　倉保健センター

（D8：00～10：00受付

26ωO

胃がん・大腸がん検診　合保健センター

08：00～10：00受付

ツベルクリン検査　合保健センター

014：00㌘15：00

※変更する場奢疑あ鰻ま議．御絹の際韓確認を

　　　　　　　お癒ガ灘、毬ま鱗。

星座牡羊座
血液型0型
身長150cm
直美さんは、この4月より中里

村社会福祉協議会に勤務し、事務

をとっています。趣味は、スキー、

バドミントン、バスケットボール

等とスポーツなら何でもこなして

しまう彼女のようです。

現在、運転免許取得中につき、

休日は友達の車の助手席に乗って

ドライブしているそうです。

仕事への抱負は「早く仕事にな

れて、頑張っていきたい」と話し

てくれました。

㊧古藤医院穰5南3蹄

．㊧中条医院禅齢1

㊧大島医院禅講1
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す
。
陽
気
も
い
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、
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カ

ピ
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カ
の
小
学
一
年
生
が
新
し
い

ラ
ン
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ル
を
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て
登
校
し

て
い
る
姿
を
み
る
と
何
か
新
鮮
な

気
分
に
し
て
く
れ
ま
す
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広
報
を
担
当
し
て
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
気
分
を
新
た
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阪
神
大
震
災
が
ま
だ
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
四
月
一
日
に

お
き
た
新
潟
県
北
部
の
地
震
に
は

驚
き
ま
し
た
。
災
害
は
い
つ
起
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る
か
ほ
ん
と
に
わ
か
ら
な
い
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
気
が
し
ま
す
。
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スギ ユリ

　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1￥愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1￥創意をこらし活力ある村をつくります。

数
　
口

件
　
ゼ

故
者
者
故

事
　
事

通
　
亡

交
死
傷
死

●
●
●
●

2件

O人

2人

869日

3月末現在
（）は前月比

人ロ男3，350人（一5）女3，359人（一13）計6，709人（一18）　世帯数1，635（一4）
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